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土浦高架道 

土浦天空公園 
整備 

駅の西側で 
乗り降り 
できるように 
再整備 

参考：Googleマップ 
※JICA�STRADA�4.0による交通量シミュレーションの結果の数値。、高架道の制限速度を時速90kmと設定しシミュレーションを行った 。

川口田中線開通前後の
高架道交通量変化

開通前：6280台/日
開通後：4788台/日

約24%の減少が
予想される

●土浦高架道の重要性低下
　現在の土浦高架道の利用実態に関して市民へヒアリングを行った結果、
「あまり使わない」「駅の西側から乗り降りできたら利用する」という声が
聞かれた。また２０１６年３月には地上の道路「川口田中線」が開業するこ
とで、交通が分担され今後利用が低迷することが考えられる。

●かつての茨城県南中心地
土浦市は古くから茨城県南の運輸・商業の拠点都市であ
り、その中心部には多くの百貨店、あるいはショッピン
グセンターが開業し県南の商業の中心地としてにぎわい
を誇っていた。

施策概要
①土浦高架道の東側約１kmを「天空公園」としてリノベーション
②残りの高架道を土浦駅の西側（中心市街地側）で下ろすよう再整備
施策目標
かつて運輸・商業の拠点として栄えていた土浦中心市街地において『土浦高架道』
という固有の既存ストックを活用して、再び人々のにぎわいと求心力を取り戻す

霞ヶ浦でマリンスポーツ 土浦高架道 天空公園化計画

1600年 1900年 2000年 1980年

江戸時代　水戸街道の宿場町・城下町

1885（明治28年）土浦駅誕生

1925（大正14年）花火大会が始まる

1950年

商業で賑わう中心市街地
周辺都市の商業が発展
中心市街地からの商業施設撤退

1985（昭和60年）つくば万博
　　 土浦高架道開通

土浦駅前再開発の動き

霞ヶ浦を通り江戸湾に至る水運が整備。

野田や銚子のように有名な醤油の産地だった。

旅篭や問屋が立ち並んでいた。

2015年 

▲2017年竣工予定の駅前図書館イメージ　

■土浦の今と昔

日本鉄道土浦線（常磐線の前身となる
路線）の駅として土浦駅が開業

1922（大正11年）霞ヶ浦海軍航空隊設立
大日本帝国海軍で3番目に設立された航空部隊。
霞ヶ浦を利用した水上飛行機の訓練が行われた。

航空戦死者を慰める趣旨の花火大会が霞ヶ浦湖畔で開催。
現在の「土浦全国花火競技大会」にあたる。

1940（昭和15年）土浦市誕生

土浦とつくばを結ぶ交通網として土浦高架道が開通。
当時は連結バスが走っていた。

2015　駅前イトーヨーカドー跡地に市役所が移転完了

2016　駅前バスターミナルがリニューアル予定

2017　駅前に図書館がオープン予定

昭和40年代　工業団地形成
国道6号線付近に工業団地が形成。
日立建機やコカコーラなど、
重工業から食料品まで多数立地した。

1929（昭和4年）ツェッペリン伯号が霞ヶ浦に停泊
航空機で初めて世界一周に成功した飛行船ツェッペリン伯号
が霞ヶ浦で停泊。土浦には東京からの臨時便が出て、
30万人が見物したという。

1958　西友開店

1998　西友閉店　1967　丸井開店 2004　丸井閉店

1985　モール505開店 1997　イトーヨーカドー開店 2013　イトーヨーカドー閉店

1985　つくば市に西武百貨店開店 2009　土浦市郊外にイオンモール開店

           阿見町にプレミアム・アウトレット開店

1945（昭和20年）販売目的で
　　　　　　　　レンコン栽培開始

▲1936（昭和11年）の土浦駅舎　

▲霞ヶ浦海軍航空隊の隊員たち　 ▲開通時の土浦高架道（高架沿い右側がモール505）　

▲シャッターが多くみられる中心市街地の商店街　

▲モール505のにぎわい　

▲にぎわう土浦駅前の風景　

▲明治時代の町並み　

▲ツェッペリン伯号と見物客　

背景

●土浦高架道とモール505
中心部のビルの間を抜けるように通る土浦高架道はつく
ば万博開催にあわせ土浦駅と筑波研究学園都市を結ぶよ
う建設された高架道路であり、地方中核都市の中心市街
地に高架道路を導入する全国の初の事例となった。
この土浦高架道の建設に合わせ、高架道路に沿う形の全
長505mのショッピングセンター『ザ・モール505』が
建設され、現在まで土浦ならではと言える独特な高架下
商業空間を形成している。

●商業の衰退
県南の中心として栄えた土浦だが、筑波研究学園都市の台頭・郊外の大型シ
ョッピングセンターの進出により、中心部の商業施設が閉店・撤退し、その
賑わいを失った。

課題

高架道の天空公園化により、独特で魅力的な市街地
展望空間を創出。元々の特徴的な空間構造と相まっ
て市民が誇る土浦の新たなシンボルとなる。

効果１：愛着あるランドマーク創出

効果4：新ランプ整備による高架道の再生

※JICA�STRADA�4.0による交通量シミュレーションの結果の数値。土浦高架道の制限速度を時速90kmと設定し、シミュレーションを行った。交通費用の減少額の対象範囲は茨城県南地域。

駅西ランプ整備時の
交通費用減少額

年間約32億円
交通費用が減少する。

駅西ランプ整備前後の高架道交通量変化
開通前：4788台/日���開通後：8299台/日

約73%の増加が予想される
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効果３：駅前からのにぎわいの拡大

土浦映画祭 土浦産業祭

高架上に続くエスカレーター
モール505のエレベーター等
の既存の昇降設備を使って天
空公園にアクセス可能。高齢
者も親しめる公園となる。

現在土浦で行われているイベントを開催した予想図

モール505の3階と階段橋で接続 

人通りのない寂れた空間 人でにぎわう商業空間！ 

before after 

効果２：魅力的な商業空間の創出
中心市街地では近年、市役所の駅前
への移転および駅北複合施設建設等
の事業によって駅前を中心に、にぎ
わいを生む地盤が整いつつある。こ
の駅前に芽生えたにぎわいの種を天
空公園の『天空歩道としての動線』
と『魅力的展望空間としての引力』
によって衰退している商業施設にま
で行き渡らせる。

天空公園と近接する「モール５０５」3階を階段橋で接続。人が来に
くく、シャッターの降りた店舗の多いショッピングセンター3階が天
空公園に直結する好立地の魅力的な商業空間へと生まれ変われる

土浦高架道の天空公園化にあたり、公園化せずに
高架道としてそのまま利用し続ける区間について
は、駅の西側から乗降りを可能とする新ランプを
整備することで、「交通上不便な駅の東側からし
か利用できない」という従前の土浦高架道のネッ
クを解消し道路としての価値を向上させる。

●多くの人に親しまれる公園

●イベント開催によるにぎわいと愛着の創出
天空公園の「指定管理者」としてモール505の事業主を指定。公園管理に加えイベ
ントの企画・運営を専任し、高架上での定期イベント開催による「モール505への
集客」と「天空公園への愛着醸成」を可能とする。

ß

【人口】 140,397人　
【世帯数】57,448世帯　
【面積】 122.89㎢
【立地】 東京から60km圏内、つくば市、霞ヶ浦に隣接

　 茨城空港から約20km、成田空港から約40km
【交通】 JR常磐線 土浦駅、神立駅、荒川沖駅

常磐自動車道 土浦北ＩC、桜土浦ＩC
　

■対象地について
茨城県土浦市

■コンセプト
かつて茨城県県南の中心として栄えていた土浦だが、現在その賑わいを失いつつある。

当時にぎわいを支えていたもの、象徴してきたもののうち、土浦高架道・霞ヶ浦・レンコンに

スポットライト "つちうらいと" を当て、今の時代に合わせた形にアレンジ、

再活用することで土浦の活性化を目指した３つの提案を行う。



霞ヶ浦でマリンスポーツ

ハス田
マリンスポーツデッキ

ラクスマリーナ

マリンスポーツ
ステーション

土浦駅

常磐線

市役所

新図書館

天空公園

モール505

背景
土浦はレンコン出荷量日本１位である。
これは霞ヶ浦周辺がおいしいレンコンを育
てる条件を満たしているからである。
近年農業の衰退が問題となっているが、レ
ンコンの生産量に大きな変動はなく、土浦
の農業を支える柱となっている。
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レンコンを使った特産品としてレンコン麺
・漬け物・お菓子・レンコンパウダー等の
商品があり地元産直所や小売店等で販売さ
れている。

課題
①高齢化による後継者不足

６次産業化によるハスの郷推進計画

提案

②ブランド化への遅れ
レンコンの生産量は日本１の土浦だが、レンコ
ンのブランド化に成功しているのは金沢の加賀
レンコン、新潟の大口レンコン、成田の古代レ
ンコンなどで、土浦では成功していない。
③市民の愛着の薄さ
10月に行った街頭インタビューから「レンコン
は泥臭い、ダサい」といった市民の声が多く聞
こえた。

レンコンはハスの地下茎の一部である。
ハスはその成長過程から清らかさの象徴であり、仏教では
神聖視される花である。
日本では有名ではないがハスは花から実・茎・レンコンに
いたるまですべて食すことができる。
そこでレンコンだけでなくハスを丸ごと売り出す農業振興
施策として市・JA・農家・地元企業等による６次産業化団
体を設立する。

加工品イメージ

調査目的：土浦市民の目線から土浦市が抱える課題の糸口を探る
調査場所：土浦駅周辺
調査日時：10月16日(金)16~17時
対象数：１５名(男性７名女性８名)※通行人からランダムに抽出

花

葉

レンコン

茎

花托(ハチス)

…アロマオイル、化粧品
　ハス茶(花)

…ハスの実

…ハス茶(葉)
…織物
　漬け物、天ぷら

事業目標
「土浦＝ハスの産地」のイメージ定着
土浦のハスを市民が好きになる

Tsuchiura

Kasumigaura

���

東京に出回レンコンの
９割が茨城産！

 土浦高架道 天空公園化計画

年間約32億円
交通費用が減少する。

効果３：駅前からのにぎわいの拡大
中心市街地では近年、市役所の駅前
への移転および駅北複合施設建設等
の事業によって駅前を中心に、にぎ
わいを生む地盤が整いつつある。こ
の駅前に芽生えたにぎわいの種を天
空公園の『天空歩道としての動線』
と『魅力的展望空間としての引力』
によって衰退している商業施設にま
で行き渡らせる。

■コンセプト
かつて茨城県県南の中心として栄えていた土浦だが、現在その賑わいを失いつつある。

当時にぎわいを支えていたもの、象徴してきたもののうち、土浦高架道・霞ヶ浦・レンコンに

スポットライト "つちうらいと" を当て、今の時代に合わせた形にアレンジ、

再活用することで土浦の活性化を目指した３つの提案を行う。

　中心市街地のにぎわいは　　　 首都圏の人を呼び込む　　　   　   　全国的にブランド化！
　　　天空公園　      ×　　霞ヶ浦の　　   ×　ハスの６次産業  　　 →   
　　　　　　　　　    マリンスポーツ　　
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「霞ヶ浦に行きたいと思わない
」「どちらともいえない」と回
答した人の割合

●課題
・新規に人を呼び込む
・リピーターを生む

背景

近世の頃に霞ケ浦から江戸湾にかけての水運
が発達し、土浦には水運の拠点として多くの
旅篭や問屋が立地していた。また近代に入っ
ても漁業や水辺遊びが盛んに行われており、
土浦の人々の生活と霞ケ浦の関係は密接なも
のであった。

●かつての霞ケ浦と土浦

　

●霞ケ浦に対する人々の関心が薄れる

施策概要

現状調査・課題

施策目標

＜マリンスポーツとは＞

＜施策詳細：２タームに分けた事業計画＞
施策実施にあたり、ソフト面整備期間の『第1ターム』とハード面整備期間の『第2ターム』に分けて段階的に実行していく。

＜霞ケ浦×マリンスポーツ＞

●第1ターム：社会実験・人材確保・ノウハウ蓄積段階 ●第2ターム：ハード整備・施策推進段階
・霞ケ浦観光施設「ラクスマリーナ」
と連携し、マリンスポーツ用の乗り物
を購入。インストラクターと管理者を
募集する。

・短期間（例：１年間）で定期的にマ
リンスポーツのイベントを開催する。
ターゲット顧客（子供、高校生、ファ
ミリー、大学生、シニアー…）を分類
し、各ターゲットに絞ったアクティビ
ティのメニューを作成し、予約制で参
加を受付。
・管理者とインストラクターはボラン
ティアとアルバイトで募集し、実験を
行いつつ需要を測る。

・釣りとマリンスポーツの水域の区分

・天空公園からアクセスしやすい
位置でマリンスポーツ用の施設を
建設。
・施設からマリンスポーツ縦走を
楽しくするために通路を整備し、
景観を改善。
・顧客を多く呼び込むために交通
費と体験費を組み合わせたキャン
ペーンを実施したり、近隣レスト
ランでの食事クーポンをプレゼン
ト等の推進施策を行う。

・顧客数の増加に伴って乗り場用の
デッキを追加します。(☞地図参考）

・リピーターを生み出すために会
員ポイントカードを導入します。

高度成長の時代に入ると周辺地域での急速な開発・都市化が進み、霞
ケ浦に流入する人々の生活排水・農業排水が総量が急増、霞ケ浦の水
質の富栄養化が進んだ。その結果、人々の霞ケ浦に対する関心と愛着
は薄れ、現在では土浦市の魅力としての霞ケ浦の面影が失われつつある。

　マリンスポーツは水上で行われるレジャースポーツの総称で
あり、近年若い世代を中心に流行を見せている。例を挙げる
とスタンドアップパドル（SUP）やフライングフィッシュ、バ
ナナボード、フライングフィッシュ、ジェットスキー、ウォー
ターボールなどがあり、現在多くの海辺・水辺の観光地におけ
る目玉のアクティビティーとなっている。

市内外の人を対象に土浦
の著名な観光地について
どのくらい行きたいと思
うかについて５段階評価
でアンケートを行った。
調査対象とした14つの対
象地のうち一番評価が高
かったのが霞ヶ浦であっ
た。しかし霞ヶ浦への訪
問階数が少ないほど霞ヶ
浦の評価が低くなる傾向
が伺えた。

　霞ケ浦は湖沼であるため海や川と異なりウォータースポーツ
にとって障害となりうる波や水流等がなく、また鉄道駅に近
接しているためウォータースポーツ事業を展開するには都合の
良い場所だと言える。更に土浦市には常磐自動車道が通り、
近郊にも圏央道と交わるつくばジャンクションも建設されたた
め首都圏全域からの集客が見込める。

マリンスポーツ事業を霞ケ浦観光施設「ラクスマリーナ」や
霞ケ浦に近接する川口運動公園において展開し、霞ケ浦を資
源とした土浦市の新たな観光の目玉を創出する。

ウォータースポーツという霞ケ浦を資源とした土浦市の魅力
的な新観光資源の創出により、『土浦への首都圏からの観光
客増加』と『市民の霞ケ浦への愛着醸成』を計る。
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調査場所：川口運動公園　陸上競技場(カレーフェスタ会場)
調査日時：2015年11月28日(土)  10時～15時
調査対象：カレーフェスタ来場者51名


